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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１８年６月号
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４
月　

日
、
唐
津
か
ら
福
山
地
区
の
沿
道
、
松
前

３０

公
園
で
松
前
桜
音
頭
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
約　

名
の
踊
り
は
、

４４０

桜
の
花
ま
ば
ら
な
公
園
内
に
花
を
添
え
、多
く
の
町

民
、
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

�������	
 � ��
��� ����

　

５
月　

日
、
早
咲
き
の
桜
が
満
開
の
松
前
城
観
濤
台

１３

に
お
い
て
、
高
橋
は
る
み
知
事
を
は
じ
め
約　

名
の
来

３００

賓
、
多
数
の
町
民
や
観
光
客
が
見
ま
も
る
な
か
、「
松
前

城
築
城　

年
祭
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４００

　

実
行
委
員
会
会
長
の
前
田
町
長
は
式
辞
の
な
か
で
、

「
城
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
通
じ
る
も

の
で
あ
り
、『
松
前
城
築
城　

年
祭
』
を
町
民
と
行
政
が

４００

一
体
と
な
っ
た
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
へ
の
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
抱
負
を
誓
い
ま
し
た
。
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４
月
号
に
掲
載
の
事
業
予
定
に
変
更
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
『
町
民
綱
引
き
大
会
』
６
月 ��
���

　
『
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』

　
　
　

月　

日
（
土
）��
��
��
�
�

１０

１４

��

��



� 広報まつまえ 平成１８年６月号

　

５
月　

日
、
町
内
外
の
９
団
体
が
参
加
し
、
北
海
道
奴
振
り
大
会
が
開

１３

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
威
勢
の
い
い
切
り
声
が
響
き
わ
た
る
『
松
前
沖
揚
げ
音

頭
』、
テ
ン
ポ
よ
く
舞
い
踊
る
『
江
良
杵
振
舞
』、
約　

年
ぶ
り
に
復
活
し

４０

た
『
白
神
タ
ナ
バ
タ
』、
そ
し
て
、
月
島
地
区
で
今
日
ま
で
伝
え
続
け
ら
れ

て
き
た
『
月
島
奴
振
り
』
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

堂
々
と
し
た
演
技
に
、
多
く
の
観
衆
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

１４

で
『
松
前
城
の
築
説
』
と
題
し
、
元

町
史
編
集
長
の
永
田
富
智
氏
に
よ
る

記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
城
の
前
身
で
あ
る
福
山
館
築

城
か
ら
、
現
在
の
松
前
城
築
城
に
至

る
ま
で
の
背
景
に
つ
い
て
、
多
く
の

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま

し
た
。

　

５
月　

日
、
松
前
城
本
丸
表
御

１２

殿
跡
地
で
、
町
内
小
・
中
・
高
校

生
と
教
師
約
１
千
百
人
に
よ
る
交

流
事
業
と
記
念
人
文
字
空
撮
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
事
業
で
各
校
の
代
表
が

「
私
た
ち
は
松
前
城
を
と
お
し
て

故
郷
を
愛
し
、
大
切
に
す
る
心
を

育
て
ま
す
」
と
宣
言
を
し
、
人
文

字
空
撮
で
は
、
桜
が
満
開
の
会
場

に
子
供
た
ち
が
作
っ
た
赤
・
青
・

ピ
ン
ク
の
『
松
前
城　

』
の
人
文

４００

字
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
ま
し

た
。

　

５
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
、
町
民

１４

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
書
が
一
般
の
人

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
尽
力
し
、
平
成

２
年
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
、
松

前
町
出
身
で
書
家
の
金
子�
亭
氏
の

生
誕
百
年
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
約

　

点
と
金
子�
亭
席
書
大
会
受
賞
作

４０品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
々

は
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
作
品
を
真
剣
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
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５
月　

日
、
茂
草
・
静
浦
・
札
前

２１

地
区
に
お
い
て
、
町
木
『
マ
ツ
』
と

町
花
『
サ
ク
ラ
』
で
沿
道
を
飾
り
、

ま
ち
並
み
が
彩
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
と
桜
合
わ
せ
て　

本
が
各
地
区

１８０

の
住
民
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
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広報まつまえ 平成１８年６月号�
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　今日の地方財政は、地方税収入、地方交付税の原資

となる国税収入が回復傾向にある一方で、景気回復は

地域によってばらつきがあり、公債費も高い水準で推

移するとともに社会保障関係経費の自然増等により、

依然として大幅な財源不足が生じる厳しい状況が続い

ております。

　このため、国において、地方歳出については、累次

の「基本方針」や総人件費改革基本指針等に沿って国

の歳出予算と歩を一にして、見直すこととし、地方財

政計画の規模の抑制に努めることにより、財源不足の

圧縮を図りつつ、国と地方の信頼関係を維持しながら

「三位一体の改革」を着実に推進するため、安定的な

財政運営に必要な地方交付税などの一般財源の総額を

確保することを基本とする方針を示したところであり

ます。

　現下の極めて厳しい地方財政及び国・地方を通ずる

財政構造改革の必要性を踏まえると、引き続き、地方

公共団体においては、地方分権にふさわしい簡素で効

率的な行政システムを確立するため、徹底した行政改

革の推進とともに歳出の見直しによる抑制と重点化を

進め、歳入面でも自主財源の積極的な確保策を講じる

など、効率的で持続可能な財政への転換を図ることが

急務とされております。 

　しかし一方では、財政の健全性の確保に留意し、そ

れぞれの地域経済の状況にかんがみ、個性と工夫に満

ちた魅力ある地方の形成、資源循環型社会構築等の環

境施策、公平で安心な高齢社会・少子対策等の地域の

課題に重点的に取り組むとともに、地域経済の活性化

と地域雇用の創造を地域の視点から推進し、地域再生

に積極的に取り組むことが求められています。 

��������������	����

　平成１８年度の町財政については、地方景気の動

向や高齢化の進行などを反映し、歳入においては

町税をはじめ、その他収入についても伸びは期待

できず、歳入の約８割が国などからの依存財源で

占められ、 その大宗をなす地方交付税も、「三位

一体の改革」に伴う地方歳出の見直しになどによ

り大幅に減少を続け、財源調整のための基金も底

をつくなど危機的な状況にあります。

　また、歳出においては経費の削減に最大限の努

力を続けてきたものの、国の改革による地方交付

税等の削減に追いつかず、更なる工夫や成果重視

等をもって、歳出の必要性、効率性及び有効性等

を吟味しながら最小の経費で最大の効果を目指す

必要があり、これからの「まちづくり」にはひと

り一人の担う役割が今まで以上に欠かせない大き

な要素となっています。

　このような状況の中、予算編成にあたっては、

累次の評価、見直しにおいて協議、決定されたこ

とを基本としながら、公平性を保つ町税の確保と

受益者負担等の見直しを常に課題として恒常的な

歳入の確立を目指し、行政サービスを成果重視等

の様々な観点から見直しを図り、他の事業と併せ

効率的に実施できる事業の検討や、２年間ベース

の予算の中で徹底した歳出経費の節減対策の検討、

反映させるよう努力するとともに、限られている

財源で効率的に行政運営が図られるよう、創意工

夫と新たな視点に立って予算策定に取り組んだと

ころであります。
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�広報まつまえ 平成１８年６月号

１ 世 帯
当たり額

（円）

総人口に対する
１人当たり額　

（円）

左の１人�
当 た り 額

（円）

納 税
義 務 者
（人・社）

予 算 額
（現年分）

（千円）
税 目

４９,５１３
６,０５９

２１,９８１
２,６９０

６２,５８６
１８９,３５８

３,６５９
１４８

２２９,００２
２８,０２５

町 民 税
　 個 人
　 法 人

４３,６８６１９,３９４４５,０２０４,４８８２０２,０４８純固定資産税

２,３４５１,０４１５,４９４１,９７４１０,８４６軽自動車税

１４,８９１６,６１１２２,９５８,０００３６８,８７４町たばこ税

１鉱 産 税

１,６１６７１７３,７３８,５００２７,４７７入 湯 税

１１８,１１３５２,４３５－－５４６,２７３合 計

�������	 平成１８年３月３１日現在　人　口 １０,４１８ 人 
世帯数　４,６２５世帯

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１６年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

７,００６,３６９４３６,５２０４２９,３０４１４４,９０００７,７２７,２９３

�������	
� 平成１８年３月３１日現在（単位　千円）

�������	


平成１８年３月３１日現在高　７００,０００千円
利　　　　　　　　　率　年０.６８０～１.３７５％
借　　入　　期　　間　平成１８年３月２３日～平成１８年５月１２日
　　　　　　　　　　　　平成１８年３月２９日～平成１８年５月３１日

※予算執行の状況には平成１６年度からの繰越明許費９１,１５４千円を含む。

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９１.６５１９,０８７２６０,８３８２５８,２４９５６６,５７３町 税

７９.２１００,６４６５６,００２４４,６４４１２７,０６２地方譲与税

１０８.９４,５１９２,０４８２,４７１４,１５１利子割交付金

１７７.０１,１０３７２８３７５６２３配当割交付金

３１８.４１,４３３１,４３２１４５０株式等譲渡所得割交付金

１０３.１９７,９５９４４,２７３５３,６８６９５,０００地方消費税交付金

１０１.８２８,３１２１７,６４７１０,６６５２７,８００自動車取得税交付金

１００.０２２,１６６０２２,１６６２２,１６６地方特例交付金

１０２.５２,８１８,１９８９３５,００７１,８８３,１９１２,７４９,９５６地方交付税

８１.５５７０２０８３６２６９９交通安全対策特別交付金

９６.０４０,３６０２１,１４５１９,２１５４２,０４３分担金及び負担金

１００.７１４０,１４６６２,６７４７７,４７２１３９,１８３使用料及び手数料

５５.３１６３,９５３１４０,０６４２３,８８９２９６,６２３国庫支出金

８０.３６８８,９５９６５２,０３３３６,９２６８５８,３３０道 支 出 金

９８.７２４,０８５１４,５０５９,５８０２４,３９５財 産 収 入

９２.５３,７６３１,３４０２,４２３４,０６６寄 附 金

３６.４３８,４２２３８,４２２１０５,４２４繰 入 金

００００繰 越 金

８９.６１６１,７３９１２０,９３６４０,８０３１８０,６０１諸 収 入

３６.２１４４,９００１４４,９００４００,１００町 債

８８.６５,０００,３２０２,５１４,２０２２,４８６,１１８５,６４５,２４５収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９９.４６０,８１３３０,３２０３０,４９３６１,１５４議 会 費

７９.５１５４,９３６９１,４１８６３,５１８１９４,７７８総 務 費

９７.３７７７,３６５６０２,８５６１７４,５０９７９８,８５６民 生 費

９７.３４１５,６８７２０８,１３４２０７,５５３４２７,２４９衛 生 費

６４.１２７９２１３６６４３５労 働 費

７７.４９５,１７４５３,３４９４１,８２５１２２,９２９農林水産業費

９３.８７５,９１３１８,５９９５７,３１４８０,９３１商 工 費

８４.４６１６,８４９３６８,６０１２４８,２４８７３０,７７３土 木 費

９９.５３４９,６７２１４８,７８３２００,８８９３５１,２８４消 防 費

９１.２３２０,００７１６７,０８５１５２,９２２３５０,９２８教 育 費

１５.３２２,３７３２０,１２９２,２４４１４６,５３２災害復旧費

９９.９１,０４１,５６６５１５,５９９５２５,９６７１,０４２,２９４公 債 費

９９.７１,３３２,１３９６７０,３５０６６１,７８９１,３３６,１０２職員給与費

０.００００１,０００予 備 費

９３.２５,２６２,７７３２,８９５,４３６２,３６７,３３７５,６４５,２４５支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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広報まつまえ 平成１８年６月号�

�� �� �� ��

歳入歳出差引残額４０,７５３千円は、全額財政調整基金に編入した。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９.５％１００.８％５８４,６９５５８０,１３５町 税

１.８％１０４.０％１０８,４０３１０４,２００地方譲与税

０.１％１１３.３％７,２６６６,４１２利子割交付金

０.０％８０.１％５９８７４７配当割交付金

０.０％１３６.０％５９３４３６株式等譲渡所得割交付金

１.７％１００.０％１０５,１３４１０５,１３４地方消費税交付金

０.５％９９.４％２７,７２９２７,９００自動車取得税交付金

０.４％１００.０％２４,６９８２４,６９８地方特例交付金

４５.５％１０２.０％２,８１０,１５４２,７５６,０８８地方交付税

０.０％８９.０％６３７７１６交通安全対策特別交付金

０.７％９９.９％４３,５５５４３,６１１分担金及び負担金

２.１％１０１.８％１３０,６３２１２８,２８５使用料及び手数料

５.３％９９.０％３２８,８２３３３２,２５３国庫支出金

１２.８％８８.７％７８８,３８０８８８,３５１道 支 出 金

０.４％９９.５％２３,０１４２３,１２５財 産 収 入

０.０％１５６.３％１,７４４１,１１６寄 附 金

２.２％６５.２％１３５,８９０２０８,４６３繰 入 金

０.０％１００.０％１８１８繰 越 金

３.９％１０３.６％２４１,８３０２３３,３２６諸 収 入

１３.１％９９.８％８０９,６００８１０,９００町 債

１００.０％９８.４％６,１７３,３９３６,２７５,９１４収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１.１％９９.３％６８,２７４６８,７２１議 会 費

５.４％９８.３％３３４,７２４３４０,４４２総 務 費

１１.９％９７.１％７２９,６８６７５１,３７０民 生 費

７.１％９９.０％４３５,１１１４３９,６１６衛 生 費

０.１％９９.８％３,４５０３,４５７労 働 費

２.４％９８.０％１４９,９２７１５３,０４６農林水産業費

１.６％９９.４％９７,９５５９８,５８０商 工 費

１１.８％８８.３％７２２,８８３８１８,６７５土 木 費

６.７％１００.０％４１３,５４６４１３,６２７消 防 費

７.４％９９.４％４５５,２１２４５８,０３４教 育 費

０.２％１００.０％９,７１８９,７１９災害復旧費

２０.３％９９.９％１,２４２,２０３１,２４３,００９公 債 費

２４.０％９９.５％１,４６９,９５１１,４７６,６１８職員給与費

１,０００予 備 費

１００.０％９７.７％６,１３２,６４０６,２７５,９１４支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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合 計普 通 財 産行 政 財 産
区 分

建 物土 地建 物土 地建 物土 地

１０１,９２５３１,２７３,３３４３,９２９１５,８２１,４３０９７,９９６１５,４５１,９０４土地及び建物

�　土地、建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　�）

合 計普 通 財 産行 政 財 産
区分

推定蓄積量面 積推定蓄積量面 積推定蓄積量面 積
�

１９１,５６８
�

１７,４９９,９５０
�

１４６,７２１
�

１２,２７３,２００
�

４４,８４７
�

５,２２６,７５０山林

�　山　林

金 額区 分金 額区 分

７�物 権（ 温 泉 権 ）２２０,９３５財 政 調 整 基 金

３０９有 価 証 券１９,１７０教育施設整備基金

７９,４５５出 資 に よ る 権 利２０,２０７減 債 基 金

１０９,２１９債 権３,０３０地 域 福 祉 基 金

５３,６８１役場庁舎建設基金

�　基金、物権、有価証券等　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

１世帯当た
り 調 定 額

（円）

総人口に対する
１人当たり調定
額　　　（円）

左の１人�当
たり調定額

（円）

納 税
義 務 者
（人・社）

調 定 額
（現年分）

（千円）
税 目

５３,１３９
６,４２７

２３,１２５
２,７９７

６５,８１６
２０２,２５０

３,７６０
１４８

２４７,４６９
２９,９３３

町 民 税
　 個 人
　 法 人

４６,１９１２０,１０２４８,０６０４,４７６２１５,１１５純固定資産税

２,３６７１,０３０５,５５５１,９８５１１,０２６軽自動車税

１５,４６１６,７２８１８,０００,５００４７２,００２町たばこ税

１,７０７７４２３,９７５,０００２７,９５０入 湯 税

１２５,２９４５４,５２７－－５８３,４９５合 計

�������	 平成１７年３月３１日現在　人　口 １０,７０１ 人 
世帯数　４,６５７世帯

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１５年度末現在高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

７,７２７,２９３１,０４３,３８７８０９,６００７,９６１,０８０

�������	
��
� （単位　千円）

�������	


借入金総額　　６００,０００千円 
利　　　率　　年０.３８０～０.６８０％
借 入 期 間　　平成１６年１０月２１日～平成１７年５月２７日　　平成１７年３月２２日～平成１７年５月９日
　　　　　　　平成１７年２月１８日～平成１７年５月３１日



�広報まつまえ 平成１８年６月号

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８７.０８５８,５３９４７４,９３４３８３,６０５９８６,８０２支払基金交付金

９５.１５０３,７０７２９０,９７９２１２,７２８５２９,３９６国庫支出金

９７.６１３０,０６０７１,１９２５８,８６８１３３,２９９道 支 出 金

１００.０１２５,７９２１２５,７９２０１２５,７９２繰 入 金

００００繰 越 金

３２４.２１,１５４８０２３５２３５６諸 収 入

９１.２１,６１９,２５２９６３,６９９６５５,５５３１,７７５,６４５収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８７.８１,５３０,０４０８２１,１７５７０８,８６５１,７４１,８８４医 療 諸 費

１００.０２１,０７２４,５０７１６,５６５２１,０７５諸 支 出 金

０.００００３予 備 費

１００.０１２,６８２０１２,６８２１２,６８３繰上充用金

８８.１１,５６３,７９４８２５,６８２７３８,１１２１,７７５,６４５支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	


平成１８年３月３１日現在　借入現在高なし。

����������������������������������������������������������������������										
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予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８７.３３２５,９８２２０４,１６９１２１,８１３３７３,３１３国民健康保険税

６９.６５０９,１９２３２４,６３１１８４,５６１７３１,８５３国庫支出金

８８.８８１,２９４４９,３９０３１,９０４９１,５０８療養給付費交付金

３４.９２６,５０８２３,７０２２,８０６７５,８９０道 支 出 金

１００.０５４,３１６３５,４８１１８,８３５５４,３１６共同事業交付金

０.００００１財 産 収 入

０.００００１寄 附 金

９７.０１５５,６７３１５５,６７３０１６０,４１４繰 入 金

００００繰 越 金

１３０.８１,５５８１,１２５４３３１,１９１諸 収 入

７７.６１,１５４,５２３７９４,１７１３６０,３５２１,４８８,４８７収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

７７.８８,２８６６,１９４２,０９２１０,６５３総 務 費

８８.９８７９,８００４５６,５１５４２３,２８５９８９,３３７保険給付費

９２.２２７６,１７４１４５,９６５１３０,２０９２９９,６４６老人保健拠出金

９１.７６９,５６９３７,９４５３１,６２４７５,８９３介護納付金

１００.０４３,４７９３１,７７４１１,７０５４３,４７９共同事業拠出金

６７.２２,０００１,４８４５１６２,９７６保健事業費

０.００００１基金積立金

４３.０２６０２６００６０５公 債 費

８７.４４,４９９４４４,４５５５,１５０諸 支 出 金

０.００００１,０５５予 備 費

１００.０５９,６９１０５９,６９１５９,６９２繰上充用金

９０.３１,３４３,７５８６８０,１８１６６３,５７７１,４８８,４８７支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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被保険者１人当たり額１ 世 帯当たり額予算額（現年分）

７０,９９０　円１４５,９９７　円３６１,３４３　千円

�������	
��
�
年 間 平 均 世 帯 数　２,４７５世帯

平成１８年３月３１日現在　年間平均被保険者数　５,０９０ 人 

�������	


平成１８年３月３１日現在高　２００,０００千円
利　　　　　　　　　率　年０.６８０％
借　　入　　期　　間　平成１８年３月２９日～平成１８年５月３１日



広報まつまえ 平成１８年６月号�

歳入歳出差引歳入不足額５９,６９１千円は、全額翌年度歳入繰上充用金で補てんした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

２９.５％１０１.２％３９３,５１８３８８,９７９国民健康保険税

４９.７％９１.３％６６１,８１４７２４,９３５国庫支出金

５.４％９４.６％７１,７７２７５,９０４療養給付費交付金

０.８％９１.２％１１,３９８１２,４９４道 支 出 金

３.１％１００.２％４０,９７７４０,９００共同事業交付金

０.０％０.０％０２財 産 収 入

０.０％０.０％０１寄 附 金

１１.４％９９.６％１５１,８２５１５２,４２６繰 入 金

０.０％００繰 越 金

０.１％１２９.８％９１４７０４諸 収 入

１００.０％９５.４％１,３３２,２１８１,３９６,３４５収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

０.９％９６.４％１３,０７８１３,５７２総 務 費

６１.４％９９.８％８５３,９９７８５５,７７９保険給付費

２６.８％１００.０％３７２,８６７３７２,８６９老人保健拠出金

５.３％１００.０％７３,２９４７３,２９５介護納付金

２.９％１００.０％４０,６２０４０,６２０共同事業拠出金

０.２％９１.１％２,７８２３,０５４保健事業費

０.０％０.０％０１基金積立金

０.０％２５.０％２３７９４８公 債 費

０.０％５.３％３６６７８諸 支 出 金

０.０％０.０％０５３１予 備 費

２.５％１００.０％３４,９９８３４,９９８繰上充用金

１００.０％９９.７％１,３９１,９０９１,３９６,３４５支 出 合 計

������ （単位　千円）

��������������		

��
����������������������������������������������������������������������										
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�������	
��


��������������		

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

６１.９％９７.８％１,０２９,７７６１,０５２,９４０支払基金交付金

２５.１％９０.４％４１７,１３２４６１,３９８国庫支出金

６.２％８９.５％１０２,４８１１１４,４９８道 支 出 金

６.８％１００.０％１１３,００６１１３,００６繰 入 金

０.０％００繰 越 金

０.０％０.０％０１２諸 収 入

１００.０％９５.４％１,６６２,３９５１,７４１,８５４収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９９.３％９６.１％１,６６３,６３５１,７３０,４０４医 療 諸 費

０.２％９９.９％３,４４７３,４４９諸 支 出 金

０.０％０.０％０５予 備 費

０.５％１００.０％７,９９５７,９９６繰上充用金

１００.０％９６.２％１,６７５,０７７１,７４１,８５４支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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��


歳入歳出差引歳入不足額１２,６８２千円は、全額翌年度歳入繰上充用金で補てんした。

�������	


借入実績なし。

被保険者１人当たり調定額１世帯当たり調定額調定額（現年分）

８０,４８８　円１６７,７８５　円４１０,５７２　千円

�������	
��
�
年 間 平 均 世 帯 数　２,４４７世帯
年間平均被保険者数　５,１０１ 人 

�������	


借入金総額　　３００,０００千円 
利　　　率　　年０.６００％
借 入 期 間　　平成１７年３月２２日～平成１７年５月９日

金 額区 分

６８国民健康保険事業基金

�������	
 （単位　千円）



��広報まつまえ 平成１８年６月号

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９８.９９８,１０３４６,６１０５１,４９３９９,１７６保 険 料

１０４.０５２３５１７５０使用料及び手数料

９６.７１６３,０７０７４,８３０８８,２４０１６８,７１３国庫支出金

８６.５１６９,７６３８８,９６４８０,７９９１９６,１６３支払基金拠出金

９５.８７３,４４５３１,３９９４２,０４６７６,６２５道 支 出 金

１００.０１１０１財 産 収 入

９９.９１３２,３７９１３２,３７９０１３２,４８８繰 入 金

１００.０２０,２２７０２０,２２７２０,２２７繰 越 金

１９８３.３１１９１１９０６諸 収 入

９４.８６５７,１５９３７４,３３７２８２,８２２６９３,４４９収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

５６.７１２,６０１６,４５２６,１４９２２,２２２総 務 費

８９.７５４９,６４７３０８,０８２２４１,５６５６１３,０１０保険給付費

１００.０６３７６３７０６３７財政安定化基金拠出金

１００.０４４,９７１４４,９７１０４４,９７１基金積立金

９９.５９,４３２５,４２９４,００３９,４７９諸 支 出 金

１.３１１０７５公 債 費

０.００００３,０５５予 備 費

８９.０６１７,２８９３６５,５７２２５１,７１７６９３,４４９支 出 合 計

������ （単位　千円）

������

����������������������������������������������������������������������										









��������������������









���������������������������	
��
��

�������	


平成１８年３月３１日現在　借入現在高なし。

被保険者１人当たり額予 算 額

２９,８９９　円９９,１７６　千円

�������	
��
平成１８年３月３１日現在　第１号被保険者数　３,３１７人

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

５８.２２９７１９５１０２５１０サービス収入

１０１.２９,４１７９,４１７９,３０８繰 入 金

１００.０１０８０１０８１０８繰 越 金

９９.０９,８２２９,６１２２１０９,９２６収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９８.６９,６８２４,８２１４,８６１９,８１８総 務 費

１００.０１０８１０８１０８諸 支 出 金

９８.６９,７９０４,９２９４,８６１９,９２６支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１００.３２０４,７３９１０６,５９９９８,１４０２０４,１４１収益的収入

９７.１１７９,５３９１２２,５５８５６,９８１１８４,９１３収益的支出

－２５,２００△ １５,９５９４１,１５９１９,２２８差 引 合 計

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１００.０２９,０８３２４,８４８４,２３５２９,０８３資本的収入

１００.０１１８,５２６８６,５６１３１,９６５１１８,５２６資本的支出

－△ ８９,４４３△ ６１,７１３△ ２７,７３０△ ８９,４４３差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

�������	


平成１８年３月３１日現在　借入現在高なし。
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��
��

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１６年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

３６１,２９２１６,５９８１６,１０２１６,８００３７７,１９２

�������	
� 平成１８年３月３１日現在（単位　千円）



広報まつまえ 平成１８年６月号��

��������������		

歳入歳出差引残額２０,２２７千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１５.６％１００.５％９７,９３３９７,４２０保 険 料

０.０％１０８.０％５４５０使用料及び手数料

２５.７％１００.５％１６１,７２５１６０,８５９国庫支出金

２８.９％１００.０％１８１,６８１１８１,６８２支払基金交付金

１１.６％１０１.６％７２,９８２７１,８３５道 支 出 金

０.０％１００.０％１１財 産 収 入

１３.６％１００.０％８５,６５０８５,６５０繰 入 金

４.６％１００.０％２８,８１９２８,８１９繰 越 金

０.０％８５０.０％３４４諸 収 入

１００.０％１００.４％６２８,８７９６２６,３２０収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

２.２％９５.１％１３,０８７１３,７６６総 務 費

９２.１％９７.６％５６０,７４４５７４,６８１保険給付費

０.１％１００.０％６３７６３７財政安定化基金拠出金

３.６％１００.０％２２,２０８２２,２０８基金積立金

２.０％９９.８％１１,９７６１１,９９６諸 支 出 金

０.０％０.０％０７５公 債 費

０.０％０.０％０２,９５７予 備 費

１００.０％９７.２％６０８,６５２６２６,３２０支 出 合 計

������ （単位　千円）

������

����������������������������������������������������������������������										
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��


被保険者１人当たり額決 算 額

２９,９６７　円９７,９３３　千円

�������	
��
平成１７年３月３１日現在　第１号被保険者数　３,２６８人

�������	


借入実績なし。

歳入歳出差引残額１０８千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

５.１％９８.４％５０２５１０サービス収入

９４.１％１００.０％９,２９３９,２９３繰 入 金

０.８％１００.０％８２８２繰 越 金

１００.０％９９.９％９,８７７９,８８５収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９９.２％９８.８％９,６８７９,８０３総 務 費

０.８％１００.０％８２８２諸 支 出 金

１００.０％９８.８％９,７６９９,８８５支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	

収入不足額７６,２４３千円は、減債積立金１０,０００千円、過年度分損益勘定留保資金
６５,１５９千円、当年度分消費税地方消費税資本的収支調整額１,０８４千円で補てんした。

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１００.３％２１２,７７５２１２,０７８収益的収入

９７.３％１９２,１６７１９７,４２１収益的支出

－２０,６０８１４,６５７差 引 合 計

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１００.０％８,８６５８,８６５資本的収入

１００.０％８５,１０８８５,１０９資本的支出

－△ ７６,２４３△ ７６,２４４差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

������������

�������	


借入実績なし。

����������������������������������������������������������������������										
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��


差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１５年度末残高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

３７７,１９２４５,６２６３,４００４１９,４１８

�������	
��
� （単位　千円）



��広報まつまえ 平成１８年６月号

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１０１.１％１,１２６,６１８１,１１４,３０８収益的収入

９７.３％１,３５６,７８７１,３９３,９００収益的支出

－△ ２３０,１６９△ ２７９,５９２差 引 合 計

－１,３５７,６９０－当年度未処理欠損金

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９２.３％１７,７８２１９,２６８資本的収入

９２.３％１７,７８２１９,２６８資本的支出

－００差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

������������
����������������������������������������������������������������������										
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借入金総額　　４７０,０００千円 
利　　　率　　年０.５～１.３７５％
借 入 期 間　　平成１６年３月１５日～平成１７年３月３１日
　　　　　　　平成１６年３月３１日～平成１７年３月３１日
　　　　　　　平成１６年６月４日～平成１７年３月３１日
　　　　　　　平成１６年８月５日～平成１７年３月３１日
　　　　　　　平成１６年１２月２９日～平成１７年３月３１日

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１５年度末残高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

２４０,２６３１３,０６７０２５３,３３０

�������	
��
� （単位　千円）

平成１８年３月３１日現在高　５５０,０００千円
利　　　　　　　　　率　年０.８％
借　　入　　期　　間　平成１８年３月３１日～平成１８年５月３１日

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１０３.０１,１４０,１０２５５８,５８２５８１,５２０１,１０７,１４４収益的収入

９９.６１,２６８,２３０６８１,１７６５８７,０５４１,２７３,２７９収益的支出

－△１２８,１２８△１２２,５９４△ ５,５３４△１６６,１３５差 引 合 計

－１,４８５,８１８－－－当年度未処理欠損金

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９４.１１９,０３９９,０３９１０,０００２０,２２７資本的収入

９４.１１９,０３９７,９２７１１,１１２２０,２２７資本的支出

－０１,１１２△ １,１１２０差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１６年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

２２４,４７８７,９２６７,８５９００２４０,２６３

�������	
� 平成１８年３月３１日現在（単位　千円）

�������	
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広報まつまえ 平成１８年６月号��

　

日
本
人
の
死
因
の
６
割
は
生
活

習
慣
病
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
発
症
し

て
か
ら
で
は
治
療
が
大
変
に
な
る

も
の
も
多
く
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
が
重
要
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
大
切
な
の
は
、
早
め
に
体
の
変

化
に
気
づ
き
、
生
活
を
改
善
し
て

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

　

検
査
結
果
が
正
常
の
範
囲
で
あ

っ
て
も
、
検
査
値
が
年
々
ど
う
変

化
し
て
い
る
か
に
注
目
し
、
健
診

を
健
康
づ
く
り
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
、
町
で
は
６
月
・
７
月

に
さ
わ
や
か
健
診
（
基
本
健
康
診

査
）
を
実
施
し
ま
す
。
健
診
は
病

気
の
発
見
だ
け
で
な
く
、
体
の
異

変
を
早
期
に
発
見
す
る
重
要
な
役

目
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
た
め
に
、
介
護
が
必
要
な

状
態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
「
介
護
予
防
」
へ

の
取
り
組
み
が
、
今
年
度
か
ら
さ

わ
や
か
健
診
に
も
加
わ
り
ま
す
。

　

歳
以
上
の
町
民
の
方
は
、
ど
な

１９た
で
も
さ
わ
や
か
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
分
や
ご

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
年
度
か
ら
、
各
ご
家
庭
へ
健

診
の
チ
ラ
シ
と
と
も
に
、
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
を
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
問
診
票
は
、
①
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
な
ど
の
基
本
情
報

②
今
ま
で
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

病
気
や
現
在
治
療
・
検
査
を
し
て

い
る
病
気
③
普
段
の
生
活
習
慣
に

つ
い
て
、
健
診
前
に
ご
自
分
で
記

入
し
て
健
診
会
場
に
持
参
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、　

歳
以
上
の
方
は��

６５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

に
も
記
入
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
筋
力
の
衰
え
、

低
栄
養
、
口
腔
の
ト
ラ
ブ
ル
、
閉

じ
こ
も
り
や
物
忘
れ
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
サ
イ
ン
に
い
ち
早
く
気

づ
き
、
早
め
に
対
処
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

　

問
診
票
を
当
日
会
場
で
記
入
す

る
と
、
健
診
時
間
が
多
少
長
く
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

会
場
に
よ
っ
て
は
、
年
齢
別
に
来

所
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
受
診
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
へ
は
、
６
月
上
旬
か

ら
健
診
前
ま
で
に
、
各
地
区
の
健

康
づ
く
り
推
進
員
か
ら
チ
ラ
シ
や

問
診
票
が
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

健
診
の
日
程
や
、
健
診
で
行
わ

れ
る
検
査
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、「
平
成　

年
度
保
健
だ
よ

１８

り
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
健
診
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

や
相
談
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

健
康
グ
ル
ー
プ　

保
健
師
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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さ
わ
や
か
健
診
を
受
診
し
た
後
、

介
護
予
防
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
が
望
ま
し
い
、
と
い
う

方
に
対
し
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
ひ
と
り
ひ
と
り
の
目
的
や
状

態
に
あ
わ
せ
て
プ
ラ
ン
を
た
て
る

拠
点
と
な
る
の
が
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
＝
介
護
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
す
。

　

介
護
予
防
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
相
談
を
は
じ
め
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
高
齢
者
が
い
き
い
き
と

生
活
し
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
介
護
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
介
護
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は

役
場
保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。）
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生活習慣病予防

病気の芽の早期発見・治療

介護予防

衰弱の芽の早期発見・治療

●筋力アップによる運動器の機能向上
●低栄養予防のための栄養改善
●口腔ケアによる口腔機能の向上
●閉じこもりの予防
●認知症の予防
●うつの予防

健康寿命をのばすために

がん・脳卒中・心臓病・糖尿

病・高血圧などの予防やコン

トロール



����

童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

資源ごみ ビンほか
（白神～月島、
　　　 館浜～茂草）

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）

耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

定期健康相談（茂草、�健 ）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

１歳６カ月児・３歳児健診
　　　　（１２：３０～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

さわやか健診
（�コミ 、漁民センター）
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

さわやか健診
　　　（�集 、館浜�改 ）
資源ごみ ビンほか
（白神～月島、
　　　 館浜～茂草）

さわやか健診（静浦�会館 、札前児童館）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）

さわやか健診（いさりび、茂草�会館 ）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
※各種予防接種は、お休みします。（町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

※平日の診療科目の
　　　　　　　ほか
耳鼻咽喉科・循環器
内科・整形外科診療
（北大）（８：３０～１１：００）

耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
古文書講座（１９：００～２１：００ �総 ）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）定期健康相談（�健 ）

乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
年金相談（９：００～１５：００ 役場）
眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）

��������	


貸出時間 
・火曜日～土曜日
　　１３：００～２１：００
・日曜日
　　１３：００～１７：００

場所　江良�町体 

�������
�������
�健 ：健康センター　
　　 １０：００～１４：００
茂草：茂草町内会館
　　 １２：３０～１４：３０

�������	
��
カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック

眼科診療（８：３０～１４：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）
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町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会
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��広報まつまえ 平成１８年６月号
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（９：００～１７：００ �総 ）
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リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）
資源ごみ ビンほか（豊岡～建石）

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）スタンド営業：川菱商会

さわやか健診（いさりび）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）さわやか健診（清部�改 、原口�憩 ）スタンド営業：太平洋石油

資源ごみ ビンほか（豊岡～建石）
整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）スタンド営業：前側石油

スタンド営業：川菱商会

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）スタンド営業：太平洋石油
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�� 広報まつまえ 平成１８年６月号
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�����（１３：００～１５：００　大島支所）
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�
（９：００～１５：００ �総 ）

�����（１３：００～１５：００　小島支所）

�����（１３：００～１５：００　大沢支所）
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�
�
�
�

��
��
��
��
��
��
��
		



��

　

４
月　

日
、 
沖
口
広

      

場
完
成
祝

お
き
の
く
ち

２２

い
が
松
前
歴
ま
ち
商
店
街
組
合

（
組
合
長
西
村
吉
之
助
）
が
主
催

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沖
口
広
場
は
町
が
街
な
み
環
境

整
備
事
業
で
沖
口
役
所
跡
を
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
約　

名
の
町
民
が
参

２００

加
し
、
沖
口
役
所
の
説
明
を
聞
い

た
後
、
松
前
古
城
太
鼓
や
お
祝
い

の
餅
ま
き
、
記
念
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
口
広
場
完
成
に
先
駆

け
て
、
福
山
か
ら
唐
津
ま
で
の
城

下
町
風
商
店
街
と
道
道
松
前
港
線

の
新
し
い
名
称
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、「
城
下
通
り
」
と
決
ま
り
、
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��

��
��
��
��
��
��
��
		



��

　

５
月
３
日
、
松
前
公
園
内
で
春

の
地
域
安
全
運
動
・
交
通
安
全
運

動
・
人
権
相
談
合
同
街
頭
啓
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
地
区
防
犯
協
会

松
前
支
部
（
支
部
長
・
泊
義
光
）

が
春
の
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
、
防
犯
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
、

交
通
安
全
は
春
の
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
、
人
権

擁
護
委
員
は
人
権
相
談
の
活
用
促

進
と
人
権
問
題
の
啓
発
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

松
前
地
区
防
犯
協
会
松
前
支
部

会
員
（
町
内
会
長
）
と
松
前
警
察

署
署
員
、
人
権
擁
護
委
員
の　

名
３０

が
武
者
姿
に
扮
し
た
署
員
と
と
も

に
花
見
に
訪
れ
た
観
光
客
に
チ
ラ

シ
や
啓
発
用
品
を
配
布
し
、
防
犯

と
交
通
安
全
、
人
権
相
談
の
活
用

促
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		




��
��
��
��
��
��
��
		

　

町
は
国
に
対
し
、
地
域
に
限
っ

て
規
制
緩
和
で
き
る
構
造
改
革
特

別
区
域
計
画
に
「
松
前
町
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
輸
送
特
区
」
を

申
請
し
、
３
月　

日
付
け
で
認
定

３１

さ
れ
、
４
月　

日
に
前
田
町
長
が

２８

首
相
官
邸
で
小
泉
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
認
定
書
の
授
与
を
受
け
ま
し

た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
法
人
が
セ
ダ
ン
型

自
家
用
車
を
使
い
要
介
護
者
や
身

体
障
が
い
者
等
の
方
を
有
料
で
運

送
す
る
行
為
は
、
特
区
認
定
が
必

要
で
あ
り
、
認
定
後
は
町
に
対
す

る
申
請
・
審
査
を
経
る
だ
け
で
運

送
行
為
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
松
前
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
そ
の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
松
前
町
に
お
け
る
構
造

改
革
特
区
の
認
定
と
し
て
は
、
第

１
号
の
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。



広報まつまえ 平成１８年６月号��

　

５
月　

日
、
松
前
城
築
城　

年

１６

４００

祭
協
賛
事
業
及
び
道
有
林
創
設　
１００

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
小
砂
子

山
道
歴
史
体
験
ウ
ォ
ー
ク
、
魚
つ

き
の
森
植
樹
、
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
砂
子
山
道
歴
史
体

験
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
実
行

委
員
長
佐
々
木
安
雄
）
が
主
催
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
小
砂
子
山

道
歴
史
体
験
ウ
ォ
ー
ク
に
は
朝
早

く
か
ら
約　

名
が
参
加
し
、
小
砂

８０

子
か
ら
原
口
ま
で
の
旧
道
を
約
１

時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
原
口
地
区
願
掛
沢
付
近

で
、
原
口
小
学
校
と
小
砂
子
小
学

校
の
全
校
生
徒
な
ど
に
よ
る
、
記

念
植
樹
と
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
ラ
ン
ド
で
「
北
海
道
の
森
づ
く

り
」
と
題
し
て
、
札
幌
大
学
理
事

長
で
前
知
事
の
堀
達
也
氏
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

約　

名
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

５００
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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�

　

５
月
５
日
、
町
営
牧
場
で
入
牧

が
始
ま
り
、
町
内
の
畜
産
農
家
か

ら
黒
毛
和
種
（
黒
牛
）
と
褐
毛
和

種
（
あ
か
牛
）
合
わ
せ
て　

頭
が

６０

ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
牧
草
の
生
育
は
、
例
年

よ
り
も
遅
く
、
そ
れ
に
よ
り
放
牧

も
遅
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と　

月
中
旬
ま
で
に
約

１１

　

頭
が
放
牧
さ
れ
る
予
定
で
す
。

２００
　

狭
い
牛
舎
か
ら
広
い
草
地
へ
放

さ
れ
た
牛
達
は
、
青
々
と
し
た
牧

草
を
食
べ
歩
い
た
り
横
に
な
っ
た

り
し
て
、
と
て
も
気
持
ち
よ
さ
そ

う
で
し
た
。

　

４
月　

日
か
ら
５
月
２
日
に
か

２８

け
て
、
松
前
さ
く
ら
漁
協
女
性
部

が
海
藻
押
葉
の
作
成
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

北
海
道
渡
島
西
部
地
区
水
産
技

術
普
及
指
導
所
職
員
を
講
師
に
招

い
て
、
前
浜
で
の
海
藻
採
取
か
ら

仕
上
げ
ま
で
を
丁
寧
に
教
わ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
部
員
は
「
普
段

口
に
し
て
い
る
海
藻
以
外
に
つ
い

て
も
興
味
と
理
解
が
深
ま
っ
た
。

最
初
は
難
し
か
っ
た
が
、
段
々
と

面
白
く
な
っ
て
来
た
。
今
後
も
続

け
て
い
き
、
地
域
お
こ
し
に
役
立

て
て
い
け
た
ら
と
思
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		






��広報まつまえ 平成１８年６月号

�
��
�

　
　

７
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

２２

２３

　
　

１
泊
２
日

�
�
�
�

　
　

知
内
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
キ
ャ
ン
プ
場
他

�
��
�

　
　

野
外
キ
ャ
ン
プ
・
体
験
学
習
（
木
材
加

工
体
験
・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
製
造
体

験
）・
ホ
タ
ル
鑑
賞
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

小
学
４
年
〜
６
年
生
（
先
着　
　

名
）

２０

　
　

参
加
経
費
は
、
二
千
円

�
�
�
�
�
�
�

　
　

６
月　

日
（
金
）
ま
で

２３

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　
　

教
育
委
員
会
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

３
０
６
０
）

４２

 

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
��
�

　
　

６
月　

日
（
土
）

２４

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

日
（
日
）

２５

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

�
�
�
�

　
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
（
産
業
実
習
室
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

松
前
地
区
文
団
協　

藤
巻
し
げ
子

（�
　

－

３
７
０
６
）

４２

 

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
��
�

　
　

６
月
３
日
（
土
）　

午
前　

時
〜

１０

�
�
�
�

　
　

町
民
野
球
場

�
�
�
�

　
　

松
前
高
校

　
　

遺
愛
高
校

　
　

桧
山
北
高
校

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
��
�

　
　

６
月　

日
（
金
）・
午
前
９
時
〜

３０

�
�
�
�

　
　

松
城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

　

５
月
３
日
か
ら　

日
ま
で
函
館
市
で
第　

１４

２６

回
全
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
少

年
野
球
函
館
地
区
大
会
が
行
わ
れ
、
渡
島
・

桧
山
・
函
館
市
か
ら　

チ
ー
ム
の
参
加
の
中
、

６７

松
城
ユ
ニ
オ
ン
野
球
少
年
団
（
団
員　

名
）

１８

が
１
回
戦
か
ら
４
回
戦
ま
で
を
勝
ち
抜
き
、

準
決
勝
で
森
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
、
１
点
差
で

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
３
位
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
今
後
の
大
会
に
向
け
て
、
猛
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
は
全
道
・
全
国
大
会
に
つ
な

が
る
新
人
大
会
（
太
陽
グ
ル
ー
プ
杯
争
奪
全

道
少
年
軟
式
野
球
選
抜
大
会
渡
島
支
部
大

会
）
が
８
月
に
松
前
城
築
城　

年
祭
の
協
賛

４００

事
業
と
し
て
松
前
町
で
町
民
野
球
場
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
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６
０
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広報まつまえ 平成１８年６月号��

�������	
��
���
　大千軒岳登山会に参加し、ブナの天然林や高山植物の自然
に触れ心地よい汗をかき、頂上からの素晴らしい眺望を体験
してみませんか！
����　６月２５日（日曜日）午前７時３０分（役場前集合）
����　申し込み先着５０名（登山口まで各自自家用車にて

参加できる方）
� � �　傷害保険料　２００円（当日徴収します）
�����役場前発（８：００）～登山口着（９：１５）～新道登山口

発（９：３０）～大千軒岳山頂着（１１：００）～（休憩）～千
軒平着（１１：４０）昼食（休憩）～千軒平発（１２：４０）～
大千軒岳頂上（１３：２０）～（休憩）～大千軒岳頂上着
（１３：３０）～新道登山口着（１４：４０）～登山口発（１５：
００）～役場前着・解散（１６：０５）

����　雨具（防寒）、昼食、水、行動食（予備食）は個
人装備で必ず用意すること。

　※今年は例年になく雪が多く、登山道にも残雪が多いと予
想されます。靴等には十分な用意をしてください。

�������	
��
��
　　　　　６月１９日（月）まで
　　　　　役場産業振興課商工観光グループ（�４２－２２７５）
�����　松前高校同窓会・渡島西部森づくりセンター・
　　　　　　松前町教育委員会・松前観光協会・松前町

�������	
��
���������

�������
�������	
��
������
���������	
��	�
����

�������	
��
���
��
��

　６５歳前や後でも希望の時期から年金を受けられます
が、次のとおり年金額が減額または増額され、生涯こ
の支給率で年金を受けることになります。

�������	
��
����������

�������	
��
��

　①特別支給の老齢厚生年金の定額部分の全部または
一部が支給停止されます。６５歳からは両方受けら
れます。

　②遺族厚生年金といずれか一方のみの選択になりま
す。６５歳からは両方受けられます。 

　③寡婦年金は受けられなくなります。
　④請求後、障害になり程度が重くなっても障害基礎

年金は受けられません。

�������	
��
��������������
�������	
���
�����

�������	���������
�������	
��
��

保険料を納めた期間と免除（猶予）期間を合わせて
２５年以上ある方が、原則として６５歳になったとき支
給されます。

�������	
�	����������
�����������������������
事故や病気などで一定の障害が残った状態になっ
たとき支給されます。

�������	����������
��������	


一家の働き手が家族を残して亡くなった場合に家
族に支給されます。

�������	
��
���

�����������������������������������������������������������

���������	�������	
　函館赤十字血液センターの移動採血車「ひまわり号」が、
松前町で次の日程のとおり献血を行いますので、ご協力を
お願いします。

時　　　間場　　　　　所月　日
９：００～１１：００建石　海上自衛隊前　　　

６月２２日
（木）

１２：３０～１３：３０大磯　町立松前病院横　　

１４：１０～１６：００福山　松前町役場横　　　

������
�������
　・年　　齢　１６歳～６９歳
　　　　　　　（６５歳以上は献血経験のある方）
　・体　　重　男性４５㎏、女性４０㎏以上
　・最高血圧　９０mmHg以上
�������	
　・輸血を受けたことのある方
　・妊娠中又は６ヶ月以内に妊娠したことのある方
　・授乳中の方
　※２００mlと４００ml献血がありますので、問診時に申し

出てください。
�������	
　役場保健福祉課健康グループ　�４２－２２７５

����
��������	�
������
������

　老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けてい
る方が６５歳になったとき、過去に厚生（船員）
年金期間が１年以上ある場合は年金額が自
動改定されますが、１年未満の方は請求手続
きが必要です。



��広報まつまえ 平成１８年６月号
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�
�
�
�
�
�
�

○
ご
み
に
な
る
も
の
を
買
っ
た
り
、

も
ら
っ
た
り
し
な
い
。
ま
た
、

計
画
的
に
必
要
な
も
の
を
必
要

な
量
だ
け
買
う
よ
う
に
す
る
。

���
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

○
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

ご
み
の
自
主
管
理
の
徹
底
や
ご

み
を
出
さ
な
い
消
費
生
活
へ
の

転
換
に
努
め
る
。

○
買
物
に
は
、
買
い
物
袋
（
マ
イ

バ
ッ
ク
）
を
持
参
す
る
。

○
商
品
を
買
う
と
き
は
、
包
装
が

簡
素
な
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
過
剰
な
包
装
は

辞
退
す
る
。

○
生
ご
み
は
必
ず
水
切
り
を
し
、

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
「
ひ
と

絞
り
」 
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に

す
る
。

 

���
�
�
�
�
�
	��

�
�
�
�

○
使
い
捨
て
商
品
、
使
い
捨
て
容

器
の
使
用
を
見
直
し
、
繰
り
返

し
使
え
る
商
品
や
詰
替
可
能
な

容
器
入
り
の
商
品
の
購
入
を
自

ら
の
生
活
の
な
か
に
定
着
さ
せ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
な
い
小
売
店
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
事
業
者
に
対

し
、
当
該
商
品
の
販
売
を
積
極

的
に
求
め
て
い
く
。

○
衣
服
等
は
自
ら
修
理
、
修
繕
し

た
り
、
ま
た
、
修
理
、
修
繕
で

き
る
店
を
利
用
す
る
な
ど
安
易

に
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
に
努

め
る
。

���
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

○
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
に
つ
い
て

は
、
市
販
の
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活

用
し
、
堆
肥
化
を
促
進
す
る
。

○
資
源
化
が
可
能
な
物
は
、
集
団

回
収
や
資
源
ご
み
な
ど
に
排
出

し
、
ど
う
し
て
も
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ご
み
だ
け
を
排

出
し
て
い
く
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
す
る
だ
け

で
な
く
て
、
回
収
し
た
牛
乳
パ

ッ
ク
や
食
品
ト
レ
イ
な
ど
を
原

材
料
に
し
て
製
造
し
た
商
品
、

製
品
を
積
極
的
に
購
入
、
利
用

す
る
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					
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����������������������������������������������������������������������	
��

���
�������	
��
������������������� 
　　放置駐車違反を行った運転手の責任が追及できない場合には、その車両の使用者（通常は車検の使用者
欄に記載されている者）に対して違反金の納付が命令されます。　

�������	
��
��������
���������� !"
　　放置違反金を滞納して公安委員会から督促を受けた者は、車検手続きが完了できなくなります。また、
滞納処分による強制徴収の対象となります。

���������	
��
������������������������
�������	

　　放置駐車違反の車両については、駐車時間の長短にかかわらず、確認標章を取り付けることとし、安全
で円滑な交通の実現を図ります。また、放置車両の確認事務を民間に委託することとなり、駐車監視員に
よる放置車両の確認と確認標章の取り付け作業が行われます。（平成１８年度は札幌市内９警察署で実施さ
れます。平成１９年度以降は、都市部を中心に拡大する予定です。）　

�������	
��
�������������������� !"#$
　　車両の使用者が、同一車両で放置違反金納付命令を繰り返し受けた場合は一定期間（３か月を超えない
期間）車両の使用制限が命令されます。

ご

み

減

量

化

リ

サ

イ

ク

ル

町
民
み
ん
な
で

町
民
み
ん
な
で

町
民
み
ん
な
で

町
民
み
ん
な
で

町
民
み
ん
な
で



広報まつまえ 平成１８年６月号��

　

平
成　

年
６
月　

日
任
期
満
了

１８

３０

と
な
る
松
前
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が
、
次
の
日
程
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

�
�
��
�
�
�
��
	



�
�
��
�
��
��
�
	

��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

投
票
の
で
き
る
人
に
は
、
６
月

６
日
以
降
に
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

不
在
者
投
票
は
投
票
日
当
日
、

仕
事
な
ど「
や
む
を
得
な
い
事
情
」

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め

の
制
度
で
す
。

　

不
在
者
投
票
は
、
告
示
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
毎
日
、
役

場
及
び
大
島
支
所
、
小
島
支
所
で

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま

３０

で
受
付
し
ま
す
。

　

移
動
町
長
室
は
、
町
長
自
ら
が

広
く
町
民
の
皆
様
方
の
声
を
伺
う

た
め
に
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

�
��
�

◇
６
月
６
日
（
火
）　

大
島
支
所

◇
６
月　

日
（
火
）　

小
島
支
所

１３

◇
６
月　

日
（
火
）　

大
沢
支
所

２０

�
��
�

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
ま
で

　
「
町
」
と
「
渡
島
保
健
福
祉
事

務
所
児
童
相
談
部
（
函
館
児
童
相

談
所
）」に
よ
る
巡
回
児
童
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
と
ば
が
伸
び
な
い
、
友
達
と

う
ま
く
遊
べ
な
い
な
ど
、
お
子
さ

ん
の
発
達
に
心
配
が
あ
り
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月　

日
１２

（
月
）
ま
で
に
、
役
場
保
健
福
祉

課
育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
保

健
師
（�
　

－

２
２
７
５
）
ま
で

４２

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
��
�

　

６
月　

日
（
火
）
午
前　

時
〜

２０

１１

　
　

※
時
間
は
予
約
制
で
す
。

�
��
�

　
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
� �������	�
���������	�
��

�������	�������	
　町では、皆さんが加入している郵便局の簡易生命保険資金の一
部を運用し、町のさまざまな施設の整備を行っています。
　平成１７年度は、次の事業を実施し、総額７,４９０万円の融資が決定
しています。償還年数は、過疎対策事業債が１２年（うち元金の据
置きは３年）、辺地対策事業債が１０年（うち元金の据置きは２年）
です。

��������	
�
・原口、清部、茂草漁港  　　 ３,８９０万円
・街なみ環境整備   　　 ２,２２０万円
　（松城地区沖口広場）    
・町道朝日豊岡線舗装   ４７０万円　　

過疎対策事業
　（東山、朝日地区）
・消防施設（消火栓　新設２基、更新５基）
      ４２０万円
・簡易水道（赤神地区配水管改良等） ２７０万円
・簡易水道（原口地区濁度計設置） ２２０万円　　辺地対策事業

�������	
��
��������	
�
　平成１８年４月以降の各種手当の額が下
記のとおり改正になりましたので、お知ら
せいたします。

◇児童扶養手当の２人以上の加算額は第
２子５,０００円、第３子以降１人につき３,０００
円で変更ありません。

※各種手当に関する詳しいことは役場保
健福祉課育児支援グループ（�４２－２２７５）
までお問い合わせください。

� � � � �手 当 の 種 類
全部支給　　４１,７２０円

児 童 扶 養 手 当   一部支給
４１,７１０円～９,８５０円

１　　級　　５０,７５０円
特別児童扶養手当

２　　級　　３３,８００円
２６,４４０円特別障害者手当
１４,３８０円障害児福祉手当

�������	
��������	
�

�
��
�
�
�
�
��
�
�

����������



��広報まつまえ 平成１８年６月号

　

町
で
は
、
６
月
に
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
平
成　

年
度
集
合
主
税

１８

（
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
）

の
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

納
期
は
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で

の　

期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

１０
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

納
入
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	

　

第
１
期　
　

６
月　

日
３０

　

第
２
期　
　

７
月　

日
３１

　

第
３
期　
　

８
月　

日
３１

　

第
４
期　
　

９
月　

日
３０

　

第
５
期　
　
　

月　

日

１０

３１

　

第
６
期　
　
　

月　

日

１１

３０

　

第
７
期　
　
　

月　

日

１２

３１

　

第
８
期　
　

１
月　

日
３１

　

第
９
期　
　

２
月　

日
２８

　

第　

期　
　

３
月　

日

１０

３１

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

町
で
は
、
集
合
主
税
を
納
め
や

す
く
す
る
た
め
に
『
納
税
貯
蓄
組

合
へ
の
加
入
』
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
近
所

の
納
税
貯
蓄
組
合
へ
申
し
込
む
か

ま
た
は
、
役
場
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
な
ど
を
無
く

す
る
た
め
に
、
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

毎
月
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手

間
が
は
ぶ
け
、
一
度
手
続
き
す
る

と
翌
年
度
か
ら
も
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
、
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
預
貯
金
通

帳
と
印
鑑
及
び
納
付
書
を
持
参
の

う
え
、
役
場
・
各
支
所
・
町
内
の

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）
へ

４２

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

集
合
主
税
の
納
入
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
の
納
税
貯
蓄
組
合
な
ど
の

ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
町
で
は
、
さ
ら
に

み
な
さ
ん
が
円
滑
に
納
税
で
き
る

よ
う
に
今
年
度
も
毎
月
出
張
収
納

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
毎
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



時　　間月　日場　　　所地区

１０：００～１３：００６月２６日�大 沢 支 所
白神

荒谷

１０：００～１３：００６月２８日�漁 民 セ ン タ ー
建石

弁天

１０：００～１３：００６月２８日�館浜生活改善センター館浜

１０：００～１３：００６月２７日�札 前 児 童 館札前

１０：００～１３：００６月２６日�小 島 支 所赤神

１０：００～１３：００６月２６日�静 浦 老 人 憩 の 家静浦

１０：００～１３：００６月２６日�茂 草 町 内 会 館茂草

１０：００～１３：００６月２８日�清部生活改善センター清部

１０：００～１５：００６月２７日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江良

１０：００～１３：００６月２８日�

１０：００～１３：００６月２７日�原 口 老 人 憩 の 家原口

�������	
��
�
�����������	
����

　

日
本
に
働
き
場
所
を
求
め
て
来

日
し
た
外
国
人
の
相
当
数
が
不
法

に
滞
在
を
続
け
て
お
り
、　

数
万

２０

人
の
外
国
人
不
法
滞
在
者
が
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
例
し
て
、
不
法
滞
在

者
に
よ
る
殺
人
、
強
盗
、
密
輸
な

ど
の
凶
悪
な
犯
罪
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
る

不
法
就
労
事
犯
は
、
違
法
な
派
遣

事
業
等
を
行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー

カ
ー
等
に
よ
り
組
織
的
に
敢
行
さ

れ
、
そ
の
手
口
は
悪
質
・
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
正
規
な
手
続

き
で
日
本
に
来
て
い
る
外
国
人
が
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
不
法
滞
在
者
に
よ
る

犯
罪
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�
�
�

松
前
警
察
署（�
　

－

３
１
１
０
）

４２

�
�
�
�
�
���
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
��
��
��
		

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
北
海
道
（
北
海

道
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、　

歳
以
下
の
若
者
を
対
象

３４

に
し
た
就
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
就
職
活
動

に
役
立
つ
就
職
相
談
や
自
己
分
析

を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

�
��
�
　

６
月　

日
（
月
）　

時
〜　

時

２６

１３

１６

�
��
��

函
館
市
大
森
町
２
番　

号
１４

（
函
館
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
２
階
）

�
�
�
�
��

�
０
１
１－

２
０
９－

４
５
１
０

■
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
は
、
正
規
の

就
職
を
希
望
し
な
が
ら
就
職
活
動

を
し
て
い
る　

歳
以
下
の
若
者
の

３４

皆
さ
ん
が
、
就
職
相
談
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
様
々
な
就
職
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る

カ
フ
ェ
感
覚
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

道
が
北
海
道
経
済
産
業
局
及
び
北

海
道
労
働
局
と
連
携
し
、
道
内
６

ヶ
所
を
拠
点
に
、
テ
レ
ビ
電
話
を

使
っ
て
就
職
相
談
し
た
り
、
求
人

情
報
の
閲
覧
も
出
来
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
就
職
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
商

工
観
光
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

２
２

４２

７
５
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

� ����������������������������������������������

� ����������������������������������������������
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こ
の
た
び
、
新
た
に
理
学
療
法

士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
三
関
志
乃

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
三
関
さ
ん

は
福
島
町
出
身
で
、
理
学
療
法
全

般
を
担
当
し
ま
す
。

　

病
院
に
勤
務
す
る
に
あ
た
り
、

三
関
さ
ん
は
「
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

ら
れ
な
い
方
が
沢
山
い
る
現
状
を

知
り
、
役
に
立
て
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
自

身
も
常
に
向
上
心
を
持
ち
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

　

こ
ん
に
ち
は
。
い
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
！　

私
の
と
こ
ろ
の
野
菜
も
順
調
に
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
眠
れ
な
く
て
困
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
？　

眠
れ
な
い
の
は
つ
ら
い
で
す
よ
ね
。
何
よ
り

も
「
今
日
も
眠
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
え
て

し
ま
う
こ
と
が
苦
し
い
の
だ
と
お
察
し
し
ま
す
。

　

睡
眠
は 
齢 
を
重
ね
る
と
い
っ
た
い
ど
う
な
る
ん
で

�
�
�

し
ょ
う
か
。

１
。
睡
眠
時
間
が
短
く
な
る
（
平
均
的
な
話
で
す
）

２
。
浅
く
な
る

３
。
ぐ
っ
す
り
寝
た
ー
！
と
い
う
感
じ
が
少
な
く
な
る

ざ
っ
と
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
必
要
な
睡
眠
時
間
に
は

個
人
差
が
大
き
く
、
た
と
え
ば　

歳
の
方
で
も
３
時

８０

間
で
充
分
な
方
か
ら
８
時
間
ぐ
ら
い
眠
る
方
ま
で
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　

一
方
、
眠
れ
な
い
方
々
は
眠
れ
な
い
と
き
ど
う
な

さ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

１
。
寝
床
で
じ
っ
と
し
て
い
る
か
寝
返
り
を
打
っ
て

　
　

い
る

２
。
寝
床
で
本
を
読
む

３
。
寝
床
で
ラ
ジ
オ
深
夜
便
を
聴
く

こ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
？　

ま
ず

就
寝
時
間
に
つ
い
て
。

１
。
ま
ず
、
自
分
は
何
時
間
ぐ
ら
い
睡
眠
時
間
が
必

要
か
を
考
え
る
（
例　

６
時
間
）

２
。
次
に
、
自
分
は
朝
何
時
に
起
き
た
い
か
を
考
え

る
（
例　

朝
５
時
）

３
。
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
方
な
ら
朝
５
時
の
６
時
間

前
の
さ
ら
に　

分
か
ら
１
時
間
前
に
床
に
就
く

３０

（
午
後　

時
か　

時
半
）

１０

１０

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
え
ー
っ
、寝
つ
き
が
悪

い
か
ら
そ
れ
じ
ゃ
あ
睡
眠
時
間
が
足
り
な
く
な
る
よ
。

午
後
８
時
に
は
寝
床
に
入
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
で
は
床

に
い
る
時
間
が
長
す
ぎ
て
、
眠
れ
な
い
時
間
が
長
す

ぎ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
普
段
よ
り

遅
い
時
間
に
寝
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
疲
れ
て
も
っ
と

よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
睡
眠
に
関
す
る
心
が
け
を
い
く
つ
か

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
。
眠
り
薬
（
安
定
剤
と
呼
ぶ
方
々
も
お
ら
れ
ま
す

ね
）
を
飲
ん
だ
ほ
う
が
よ
く
眠
れ
る
方
は
、
安

心
し
て
そ
れ
を
飲
む
。
別
に
癖
に
は
な
り
ま
せ

ん
し
効
か
な
く
も
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
薬

を
飲
ん
で
よ
く
眠
れ
る
か
ら
い
い
ん
だ
、
と
割

り
切
っ
た
ほ
う
が
精
神
衛
生
上
よ
い
と
思
い
ま

す
。
我
慢
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

あ
ま
り
長
時
間
効
く
薬
を
使
う
と
、　

歳
以
上

７５

の
方
は
足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
転
び
や
す
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
要
注
意
。
短
く
効
く
薬

が
い
い
の
で
す
。

２
。
眠
れ
な
い
と
き
は
寝
床
を
離
れ
て
別
な
こ
と
を

す
る
。
寝
床
で 
悶
 々
と
し
な
い
。

�
�
�
�

３
。
床
に
就
く
１
、
２
時
間
前
に
は
根
を
つ
め
た
作

業
や
勉
強
を
や
め
る
。

　

次
回
は
さ
ら
に
、
睡
眠
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
��

�
	


�

���������

���������������
��� ��� �� �

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

唐津　TEL42－2312

町立松前病院の眼科処方を承ります。
　　　　　　　眼科診療　毎週水曜日

吉田眼科指定店

タナカ時計眼鏡店
オードブル予約注文承ります

（価格3,000円　約10品　運動会、お祭り用）

人情市場内ポケット

電話　４２－３４５２
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
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・
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三
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◇
金
一
封

○
場
谷　

常
春　

様
（
字
上
川
）
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◇
金
一
封

○
館
野　

ち
や　

様
（
字
朝
日
）

○ 

谷　

て
つ　

様
（
字
豊
岡
）

○
横
山　

勝
子　

様
（
三
島
市
）
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▽
清
部
保
育
所
技
能
員
・
渡
辺
範

子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

▽
松
前
病
院
理
学
療
法
士
・
三
関

志
乃
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 

字豊岡　木田　雅仁
　　　　松本さなえ（字豊岡）

字大沢　村井　　優
　　　　� 　　恵（字江良）

字白神　伊藤　勝利
　　　　石川　直美（福島町）

字大津　冬野　 美  鈴 （恒史）
み すず

字清部　寳福　 春  菜 （昭一）
はる な

字建石　宮本　 莉  奈 （ 功 ）
り な

字唐津　三上　 隆   貴 （貴行）
りゅう き

�����
字原口　 井　チヨ（９３）
字江良　石山　　平（７６）
字江良　�橋　貞三（７２）
字江良　 島　 江（８７）
字江良　渡 　フジ（９８）
字茂草　堀川オエチ（８４）
字大磯　堺谷　岩利（７８）
字博多　平山　　 （６８）
字福山　齊藤　　仁（４５）
字月島　中村　正藏（９３）
字月島　野澤　哲也（７１）
字朝日　駒越　とさ（８８）
字朝日　杉浦　　勲（６８）
字朝日　杉浦　輝雄（５８）
字朝日　成田　マサ（９０）
字朝日　三上　君雄（８５）
字上川　場谷文次郎（８６）
字大沢　川口　邦夫（７６）
字白神　高松　征治（６３） �
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